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研究成果の概要： 
 一般成人において、動脈波反射に関連する圧脈波指標は無症候性ラクナ梗塞や白質病変を含

む脳微小血管障害と有意に関連する。脳の微小血管障害と腎の微小血管障害（アルブミン尿）

は相互連関し、その結びつきには大動脈硬化が介在する。高血圧患者において、全身の大・小

動脈の構造的・機能的変化に起因する動脈波反射の増加は、脳への血圧と血流の拍動を増加さ

せ、これらが脳微小血管障害を進展させると推測される。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)高血圧は脳血管疾患の最大の危険因子で
あり、その評価は従来、上腕で測定された血
圧に基づいて行われてきた。しかし、上腕血
圧と脳・心・腎に直接かかる血圧（中心血圧）
は、末梢で生じる動脈圧波反射現象のため異
なる値を示すことが知られている。 
(2)圧波の反射は、血圧とともに血流に対し
て影響を及ぼすが、脳の拍動性血流に対する
影響についてはほとんど明らかにされてい
ない。 
(3)脳の微小血管障害は、血圧・血流の拍動

性ストレスの増加によって引き起こされる
ことが推測されている。 
 
２．研究の目的 

動脈圧波反射が脳（および心・腎）を含む
循環器系の微小血管障害に与える影響につ
いて、拍動性血圧・血流の観点から検討する。 

 
３．研究の方法 
 一般成人、および高血圧患者を対象とし、
動脈波反射に関連する様々な指標（脈波伝播
速度、augmentation index など）や脳微小



血管障害の指標（頭部 MRI 所見）、心臓およ
び腎の臓器障害などの間の関連を調べた。ま
た、脳微小血管障害の発症機序の観点から、
動脈波反射と頸動脈血流の関係を検討した。 
 
４．研究成果 
(1)一般成人において、動脈波反射に影響を
及ぼす脈波伝搬速度は、脳の微小血管障害
（ラクナ梗塞や白質病変）と関連し、この関
連は上腕血圧を含む従来の血管リスクの影
響とは独立に認められる。 
(2)一般成人において、無症候性ラクナ梗塞
はアルブミン尿と相互に関連し、これら脳と
腎の微小血管障害の結びつきには、動脈波反
射に影響する大動脈硬化が介在する。 
(3)高血圧患者において、動脈波反射の増加
によって起こる中心血圧の上昇は、左室の浪
費仕事量を増加させる。 
(4)血管拡張降圧薬による高血圧の治療は末
梢波反射を減少させ、ひいては主要臓器の障
害を退縮させるものと推測される。 
(5)頸動脈血流は、末梢圧波反射と密接に関
連し、その拍動性の増加は脳微小血管障害の
進展と関連する可能性がある。 
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